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1.肥料成分が冷水抵抗性に及ほす影響
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促釆佐主恩が淡粥の稔実に最も障害のある時掛 j:,

斎淀も水温 も共に自然拭稼葡10-11日頃の助穏発は

青の最も急速なる時期とされている｡

奉実験BB=箆況聖水宿の稔実に最も障害のある時期
を中心に10日間の冷水処理を行い,第1実験屯と於て

は水宿の冷水漠概に対して各肥料成分が如何なる生

理的虎屋をあらわすかを奨験したものであり‥第2

実験は低温の程度を異にする13oC-2OoC迄の冷水

処理を行い,冷水の程度が稔巽に及ぼす影響を槍L

併せて水絹の生育相を知らんとしたものであるが,

紙面の都合上多くの点を省署やねぼならなかった馬

めにこゝには極めて其の概要のみを報告するに上 ど

める｡偽此の実験は文部省科学研究費の補助を得た

ものと一部である｡附記して感謝の意を表する｡

(1)t肥料成分が冷水抵抗性に及ぼす影響

Ⅰ, 試 験 方 法

口琴2:3crp底筏17cm深さ21cmの朝奴形の喝木鉢にトヨI

本校水田土塊 (火山衣土壌による洪積督,土性都督

稽に̀富む壌土,吸収係数Ni20,P1367)6kを項充し ノ

水田中に塑捜して,地面を水田面と一致せしめ,≡

要素区,窒素区,燐酸区,O.加盟区,石衣区,無肥料

･区の6区を設抄第1表わ如く施肥した｡

第1表 _試験区別肥料施用量
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品伍は農林17班を同い,一区を5鉢とL各区共L;

月12日1鉢3本宛挿決して普通栽培を行い,8月1

日より10日迄の10日間各区3鉢宛水田よわ抜き取り

冷水中に水深6cmに浸漬した｡冷水処理中に於けら

水温及び三気温を第2表に示す.

第 2表 冷水処理 中の水温 及 び気温
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(8 )･･.･･･長野麻立農林専門学校学術報肯 '

各区共冷水に投法せざるものを標準区として比較

対照したO収穫はlO月21日である,I

.五･実 験 成 績

1: 各区の給水処理が草丈に及ぼす影響は第 3表

の通Dであるo即ち冷水処理lOEl間中に於iする′草丈

に及ぼす影響甲少なきは,三要素区,燐酸区,無肥

料区 石̀衣区,カは 区,窒素区の憶であるが収穫期

の萌葱に於て疫,無肥料区,窒素区,燐酸区,加 里

区,三重素区,石衣区となってVlろ｡

2･ 本間間中塁数の影響は認められない｡

:3. 第4表の如 く冷水処理によって各区共標準区
-

に比して出穂が遅蟹する.然･し剰 巴料区に比Llて他

の肥料成分施用区は何れ も出穂が遠道し,殊に石衣

区が4.02日の出程遠進を来して興味ある結果を示

して＼ハる.

第 3表 冷水処理が草琴に及ぼす影響

第 4表 各区の冷水処理が出穂に及ぼす影響 ＼

毒 区/ 摘 要 桓 車 種綱 牌 - - 日 遅延El数
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低温による稔笑障事は気湿

の場合 も冷水の場合も共に遭

遇する時期によi)甚 しい相違

のある事は欧に研究せられた

7 t ところであるが,本実験に於
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4. 着粒数及び不稔数の実験結果を第5表をこ示す

上述 1O日間の冷水処理に対 しては1穂の箔粒数

には殆んど影響を及ぼさなVlが,ネ稔歩合には甚し

く影響 し,最 低 窒 素 区の35.8%,最高三要素区の

i;9.9%に及んでいるO

ける処理時期を同じくして然

も低温障富の最も著 しい時期

の個体た比較すれば第 (;表の

通 りであるO

窒素区に於ては出穂前日数

キ0-13日に該当する個体無き
薦め出校前日数15日のものを

掲げた｡第5表及び静6表に

よれば何れも窒素区や石衣区

が冷水薩敵に対して不稔歩合

を少な くする効果のあることに一致 している｡

(1) 冷水の程度と稔実との関係

Ⅰ.試 験 方 法
植木鉢,土蛭,土壊項充畳は前実線と同様で,肥

b I



水稲の冷水抵抗性の槍先について (予報).･･･-(9)

第5表 各区の冷水処理が着粒数不稔数に及ぼす影響

･三 要 素 区 62.2tj 47.96 6.8 76.7 69.9 1也

燐 酸 r 区 63.38 46.19 6.0 69.9 63.9 133

加 里 区 65.10 44.12 4=.9 74.6 69.7 143

石 .衣 区 _61.93 IpS,gSI芸 鳥 芸Iヽ ■31.50 5.9 -53.3 4=7.4: -97

第 6表 同一時期に於ける出穂個体の不稔歩合

を行い,8月 1

日より10日迄の

1〔相 聞,生育の

均哲のもの､を選

管水田か ら按取

D,1区2鉢宛

13BC ～20ICの

冷水に深さ5cm

に浸漬し8,12,

料は1鉢当

′硫安3gr,過

石4gr,竪′化

加里1grを
基肥として

二施し代蚤を

行vl,6月

12日農林17
祝を1鉢 3

:奉宛挿映し

て普通栽増

も

個 別 摘 要 i出棺前日禦 oJ3日冷水処琴!出穂紙日数 15日冷水処理
＼ 対 ･;離 魂 穏zF謡不稔粒数桓 歩合≡確 乎墓桓 細 琴!,不稔歩合

燐 酸 区 i) 61.40 55.40 _90.52

加 p里 琴石 衣 次 昌 :64.75l70.GO 58.38-62.00 93｣5068;60

第 7表 冷水処理中の水温及び気温

! t ′冷 .水 処 理 区

r f.1:-3.区.い - 卜15.可 160区1-17.区
.1暗 22.5129 13.2J… 14.81 16.0 -16.8~17.8

'喜.rぎ-慧 243:.5日 : ;≡:…鳥 目 ;:≡ 17.915.■5 18.316,5

25.5; 29.二l 12.8t 13.8 15.2 16.-0-■17.0

1:3.Oi 14.3 -16.0 16.7 17.8

12.8日 3.8 -15.0 16.8 16.7

12.7L 13.3L 14.-313.2i 14.3｣ 15.3 14.5ザ16.2 15.516,7
ー13.2i 14=.2i 15.0l 16.0 16.7

16時の3回水涯の測定を行い,傭処理試問の中期で ,･の収穫を終D冷水に浸漬せざるものを梗準として比

ある8月5日には毎時の水温変化を測定した｡ 毒交対照した｡ ,

冷水処理理は 130区,146区,150区,160区,17o I. 実 験 成 感 ,

区,18e区,190区,200区 の8区を設けた.其の浸 1. 各区の冷水処理が鐸長に及ぼす影響は第8表

法中の平均水温及び水諏変化を示す抜幅を好9表及 の通D,水温の低下するに従い伸長を零されるが其
び第1図モこ示す｡ の程度は極めて徐 に々現れて極 端 の差は認められ
処理後は前の漕通水田に戻し,lO月21日に全部 ない｡

■



(10)････.･長野願立農林専門学校学術報告

､第 1図 冷水処理区の平均水温振幅

れ 稔琴不良 宿熱病

による被苦などである

が.肥料成分が水時の

冷水抵抗性に及ぼす影

響を翰した本実数に於

9. 出穂は硬の発端が現れた日を出穂期として,

毎日調杏して1穂毎に附札して其の平均を求めたO

出穂始めは8月17日から最終9月3日に至る18日間

で其の状況性第9表の通りであるQ

上表によれば低温になるに従い出穂期間が遅延し

て出穂の不整を酔し14=○区は出穂始めよか出穂終了

迄の日数が15日に亘っているo叉標準区に比して出

穂期間の延長した ものを不整皮の大なるものとして

表した第9表によれば低温に至,aに従い不整皮が大卑
となる

3, 着校数に対する影響は認められない｡

4. 稔実数については第10表の通D190区,2Jf'区

は相当高度の稔冥歩合を示すが其れ以下の区は急激

の減少を示して兵の間に著しい限界を現してtv,るO

▲ く

む す び

水村の冷水護瀧による障欝の_*_なるものは出求遅

第 8衣 程 長 調 査

区別 ＼摘要 1
程 長 cm

標準区J'-a:lOOと
した比

第 9表 出穂 期 及び 出接 の鼻 音

云如 ＼ 摘要 13.区F140区115■○牢 ･6○区巨7○区巨8O}区,･90中 O.車 準区!

平 均 出 穂月 日 (8月) 28日2!24.3 25.-2 23.1.21.1 23.8 20,3 I27.-/i 19.4

出校姶 -よわ出穂経 迄 の 日 数 -13 77 l l i上 04 .Ⅰ2' 6 ドi_10 114= . tE;～ 82廿 6i

第 10表 稔 巽も s一 合

座 上 由 l13○区 ii-.区115.区 160区

稔 実 .粒 数批 姦 205588 ~22966325.734.3 3607263.3._i44.1 327■'･74530.540.7稔警5%(磨,'i25.9●

【参 考 文 献 1番 す】

ては石衣は極めて簸著

なる効果を適し.石衣

の施用によらて出種を

速進L.冷笑障害を少

なくL得もさとを示し

ている.又冷水濯概地

帯に於ては出穂前10-

14=日頃を中心とした水

′ノ積の稔実に最 も影響の

ある幼穂の急速なる発

.膏をなす時期には少な

くも平均19oC以上に

水温の上昇を図ること

が極めて重要であるこ

とどこなる｡

◇◇-◇
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